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研究成果の概要（和文）：　北欧を含む北方地域全般の主に宗教習俗をとおして、人間の営みにおいて不可避な
争いや殺戮を如何に恒久的に解決して、平和共存の道が可能かを、宗教哲学と精神史の観点から考察した。問題
の核心は、人間の営みを、複層的に捉えずに単一的に捉えたり、もっぱら宗教教義のみから理解する誤りから、
葛藤や争いが生じており、人間の営みを、複数の位相および信仰体験の表面の違いを超えて、意味や質そのもの
同質性（魂の無垢）から理解することによって、平和共存の道は開かれる。

研究成果の概要（英文）：    Through the viewpoints of religious philosophies and ideal histories, I 
have considered, how it is possible to work out the peaceful coexistence and solid solution to the 
unavoidable conflict and slaughter. It is the heart of the problems, that conflict and struggle come
 from the single comprehension of human life and from the superiority of dogma, instead of multiple 
understanding. It is the way of the solution to the problems, to have a deep insight into the 
identity of the meaning and quality in multiple aspect and to overcome the difference in surfaces of
 religious experiences, in other words, to have a pure heart of innocent children. 

研究分野： 哲学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 宗教間の争いや憎悪による復讐行為を解決するためのひとつの糸口を提示する本研究成果の意義は、社会的に
も学術的にも、ちいさいものではない。例えば、宗教的徳目として、キリスト教には隣人愛があり、仏教には慈
悲があるが、隣人愛と慈悲が根底においては同質であることを見極めることができれば、仏教徒はキリスト教徒
のうちに仏を見い出し、キリスト教徒は仏教とのうちにキリストを見出すことができるだろう。こうした無垢な
心をもつことによって、宗教間の争いや復讐心を解消することが可能となる。　　　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 本研究は、H２１～２４年度の科学研究費基盤研究 C「北方宗教哲学の共生原理と「神」

概念―北方少数先住民族とキリスト教―」の成果をふまえて、おこなわれる。１．北欧北方

倫理思想における「血の復讐」物語については、アイスランドのサガ・イヌイット民話・フ

ィンランドのカレワラ・北方少数民族伝承やアイヌ伝承の研究において個別には紹介され

ており、２．「共生」についてはそれぞれの地域や民俗ならびに土俗宗教などの観点からの

伝統的社会組織にかんする研究があり、３．「無垢・純真さ」については、それぞれの神話

や民話におけるトリックスター・インナーチャイルドについて聖愚者などの物語が報告さ

れているが、「復讐」・「共生」・「無垢・純真さ」を精神史的に鳥瞰してそのダイナミズムや

根本的解決を提示する詳細かつ説得的な研究は国内国外において、おこなわれていない。 

 

２．研究の目的 

本研究は４年間にわたり、「北欧北方宗教哲学における葛藤の原理―復讐・無垢・共生の精

神史的ダイナミズム」と題して、北欧北方宗教哲学思想の根底に在り続けてきた報復主義と

共生の矛盾相克の精神史的関係を、時空間的に鳥瞰して、北欧諸国やその他の北方地域にお

ける神話・民話・法律・土俗宗教・キリスト教・啓蒙理性・商業経済などの個別事項をとお

して、北欧北方精神史のダイナミズムを丹念に辿るとともに、北欧北方を含めた地球規模で

絶えることのない現代社会における地域紛争や宗教間の争いなどに対して、積極的に一つ

の根本的解決策を提示しようと試みるものである。その大きなヒントは、北欧北方宗教哲学

思想において子供の心にある無垢・純真さに対する眼差しであり、そうした無垢・純真さの

もつ包容力である。（１）「無垢・純真さ」については、現代児童文学においてはドイツ人作

家ミヒャエル＝エンデが、「子供の心」と呼んでいるものであり、エンデが主張する「子供

の心」について、長野県に所在する黒姫童話館に所蔵されているエンデの膨大な遺稿や手稿

などの資料を活用して、本研究をおこなっていく。黒姫童話館に所蔵されているエンデの膨

大な資料の全体は、未だ、実質的に未解明なままであり、部分的に紹介されたり研究された

りしているけれども、全体をとおして研究されてはいないし、とりわけエンデの主張する

「子供の心」についての本格的研究は今なお存在しない。（２）キリスト教正教は、キリス

ト教各派のなかで最も長い歴史と伝統をたもってきたにもかかわらず、日本においても西

欧においても理解が進んでいない。キリスト教正教教義には、「原罪」論は存在せず、人間

精神における「無垢」を認める教義を正教は伝統的に保持してきた。こうした正教の立場か

ら本研究は、あらためて北欧北方宗教哲学原理を見直すことは、大きな意義を有している。

なぜなら、北欧北方地域における最初期のキリスト教布教は、カトリック的であるとはいい

がたく、多分に、正教的な特色を含んでいたからであり、正教布教の様子が詳細にうかがえ

るのは、近代におけるアラスカなどの北極圏域のイヌイットに対するキリスト教布教であ

り、個別的には、イヌイットが正教によるキリスト教布教を積極的に受容している事例があ

り、そこに、唯一神信仰にもとづくキリスト教の排他性を超えた特徴が散見されるため、こ

の布教の様子を合わせて研究することは、重要な意義がある。（３）北欧における「復讐」

観、さらに厳密に言えば、スカンディナヴィアにおける「血の復讐」観は、たんなる人間間

の対立を増長するものではなくて、むしろ本来は、争いをあらかじめ抑止するための警告と

して成立した掟であり、したがって「血の復讐」という観念は、「共生」と必ずしも矛盾す



るだけの観念ではない。「血の復讐」には、家族や部族に対する「誇り」、倫理的―道徳的「美

意識」、死者と一体的な家族観などがあり、こうしたさらに子細な事項についても、原理的

な解明をおこなう必要があり、本研究は、そうした子細な事項についても、光を当てていく。

（４）自然に対する理解の解明は、宗教間対立や復讐の連鎖を越える一つの大きなヒントを

与える可能性を持っている。言い換えれば、一つの同じ神といっても、その神像は、地域・

時代・民族・言語・文化などによって、大きく異なっていく。「一つの同じ神」という場合

の一つは、個別性としての一つを指示するとともに、全体ないしは包括的な集合としての一

つを指示してもいる。宗教間対立とりわけ唯一神信仰の短所である排他性・独善性を修正す

るためには、個別としての一つと集合としての一つを併せていく思想的学問的作業が必要

である。本研究ではこの作業を、「共生」とりわけ「協働」という観念から探求していく。

（５）北欧北方宗教哲学における葛藤の原理を考察するさい、一つの試金石になるのが 19

世紀デンマークの思想家セーレン＝キルケゴールである。キルケゴール思想の基底には、父

ミカエルが抱えもっていた土俗宗教の呪詛観とキリスト教的愛という２つの要素、言い換

えれば、復讐と共生が織り混ざっているとともに、無垢についての発想も垣間見ることがで

きるからである。キルケゴール思想は、北欧北方宗教哲学における葛藤の原理を一つの判型

を現しているとも云えるので、本研究においては、キルケゴール思想についても、研究全体

との関連で、併せて考察・論究していく。 

 

 ３．研究の方法 

 （１）「復讐」についてアイスランドのサガやエッダおよび北極圏に居住するイヌイット

伝承をとおして、「復讐」の解決不能性の基底を解明する。（２）「共生」について北欧北方

の少数民族を含む各民族文化における社会体制を維持する道徳や法観念および罰則規定に

ついて解明する。（３）「無垢」についてトリックスターやインナーチャイルドにかかわる土

着宗教やキリスト教における民話や神話ならびに現代児童文学における「無垢」について解

明する。（４）「土着宗教とキリスト教の衝突・受容」についてイヌイットや少数民族に対す

るキリスト教正教宣教の実態をとおして解明する。（５）全体を総括して、葛藤の原理のダ

イナミズムを詳細に提示する。より具体的には、北方関連資料データベースの構築・北方関

連資料調査フィールドワーク・復讐や共生や無垢と云った主要概念と神話民話等の関連探

索などをおこなっていく。 

 

４．研究成果 

（１）現代ドイツの作家ミヒャエル＝エンデの私文書とりわけ書簡を詳細にわたり、閲覧

することをとおして、神話や宗教における無垢概念の位置づけや基本的考え方を解明する

ことができた。 

(２）神話や民話や宗教における復讐譚や共生思想とキリスト教の関係性については、と

りわけキリスト教正教のうちに、そうした復讐譚や共生思想を受容するだけの許容度が充

分にあることが確認された。また、復讐譚と共生思想の矛盾律を解く鍵もまた、キリスト教

正教のなかに見出されうることを確認するとともに、近代デンマーク宗教思想家セーレン

＝キルケゴールの建徳的著作のなかにも、矛盾律を解く鍵があることを確認した。 

(３）無垢という概念は、北欧北方にのみ制約されるものではなくて、或る種の普遍性を

帯びていることを見出した。例えば、宗教的徳目として、キリスト教には隣人愛があり、仏

教には慈悲があるが、隣人愛と慈悲が根底においては同質であることを見極めることがで



きれば、仏教徒はキリスト教徒のうちに仏を見い出し、キリスト教徒は仏教とのうちにキリ

ストを見出すことができるだろう。こうした無垢な心をもつことによって、宗教間の争いや

復讐心を解消することが可能となる。このような無垢な心は、北欧北方文化においても、そ

の他の地域の文化においても見出すことが可能であり、実際に、キリスト教徒とイヌイット

などとの共生事例は存在する。このようにあらためて、無垢という概念が、共生思想におい

てきわめて重要な位置を占めることが確認された。 

（４）争いや理解の齟齬を超えて、共生思想を実現していくためには、一種の汎神論的見方・

此岸と彼岸の相互性や可逆性・神秘主義的要素を許容する必要があることが確認された。 

（５）キリスト教における神観である trinity は、三位一体と和訳するよりも至聖三者と和

訳する方が適切であって、trinity は一体論的もしくは唯一神論的性格をもつと云うよりも、

多神論的性格をもつものであり、これ自体が矛盾や葛藤を含んでおり、慈愛や無垢（聖性）

といった宗教感情をとおして、力動的に調和を保っていることが確認された。 
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